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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
第

８
波
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
政
府

は
緊
急
事
態
宣
言
を
出
さ
ず
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
行
く
よ
う
で
す

が
、
私
た
ち
も
予
防
を
心
掛
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
朝
、
ロ
シ
ア
製
の
ミ
サ
イ
ル

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
着
弾
し
た
と

い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
ま
だ
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
が
、
場
合
に
よ
っ
て

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
に
つ
な

が
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
が
対
応
し
な
い
と
難
し
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早

く
話
し
合
い
で
停
戦
へ
の
道
筋

を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

臨
時
国
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
す
で
に
二
人
大
臣
が
辞
め
、

総
務
大
臣
も
政
治
資
金
を
め
ぐ

っ
て
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
情
勢

で
す
。
第
二
次
補
正
予
算
は
当
初

25
兆
円
だ
っ
た
の
が
一
夜
に
し

て
29
兆
円
に
な
り
、
何
に
使
う

の
か
も
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま

予
備
費
が
計
上
さ
れ
る
な
ど
、
で

た
ら
め
な
予
算
編
成
で
す
。
し
か

も
そ
の
財
源
は
新
た
に
国
債
を

22
兆
円
発
行
し
、
子
や
孫
に
負

担
を
先
送
り
し
て
い
ま
す
。 

 

来
年
度
の
予
算
編
成
も
、
防
衛

費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
が
独
り

歩
き
し
て
、
所
得
税
や
法
人
税
の

引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
は
長
年
専
守
防
衛
で
来

ま
し
た
が
、
今
や
ま
っ
た
く
変
わ

り
つ
つ
あ
り
、
軍
拡
へ
の
道
を
進

ん
で
い
ま
す
。
３
千
キ
ロ
も
飛
行

す
る
ト
マ
ホ
ー
ク
を
購
入
し
て
、

戦
争
の
準
備
を
し
て
い
く
よ
う

な
方
向
に
は
反
対
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

戦
後
77
年
。
日
本
は
「
戦
争
を

し
な
い
国
」
と
し
て
近
隣
の
国
々

と
平
和
的
に
共
存
す
る
、
そ
う
い

う
道
を
明
確
に
し
て
外
交
的
な

努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
逆
行
す

る
岸
田
政
権
の
政
治
に
対
し
て

は
、
厳
し
く
批
判
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

今
後
の
国
会
運
営
、
予
算
編
成

の
中
で
、
社
会
保
障
が
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
、
全
世
代
型
社
会
保

障
構
築
会
議
で
議
論
が
進
ん
で

い
ま
す
。
私
た
ち
の
目
指
す
、
誰

も
が
安
心
し
て
地
域
で
平
和
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

＜TEL＞ 03-5295-0507  ＜FAX＞ 03-5295-0541  ＜e-mail＞ ntr@sv.rengo-net.or.jp 

 

■発  行  日本退職者連合 

■発行人  野 田 那 智 子 

■連絡先  〒101-0062  

東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 

ふれあい情報 
 

2022年 11月 28日（月） 第 354号 
 

11
月
16
日
、
日
本
退
職
者
連
合
は
連
合
会
館
に
お
い
て
第
２
回
幹
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
報
告
が
行
わ
れ
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
、
連
合
本
部
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
来
年
２
月
の
「

年
政
策
制
度
要

求
実
現
・
院
内
集
会
」
な
ど
の
開
催
を
確
認
し
ま
し
た
。 

会
議
の
後
半
で
は
、
淑
徳
大
学
の
結
城
康
弘
教
授
を
お
迎
え
し
、
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

第
２
回
幹
事
会
を
開
催 

11
月
16
日 

連
合
会
館 

人
見
会
長
あ
い
さ
つ 

「
戦
争
を
し
な
い
国
」
と
し
て 

近
隣
諸
国
と
の
共
存
を
！ 

＜幹事会で確認された今後の日程＞ 

★2月 15日（水）13時 30分 全国事務局長会議 

     連合会館 2階  大会議室 

★2月 16日（木）10時 政策制度要求 2.16院内集会 

     参院議員会館 1階講堂（予定） 

★3月 8日（水）13時 ジェンダー平等に向けた学習会 

     連合会館 2階 大会議室 

＊1月 18日（水）予定の「新春の集い」は中止します。 

あいさつする人見会長 連合会館 3階会議室 
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北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク 

 

10
月
３
日
に
野
田
事
務
局
長

を
講
師
に
女
性
集
会
を
開
催
、
女

性
48
人
男
性
13
人
が
参
加
し
た
。

10
月
７
日
に
は
定
期
総
会
を
開

催
し
、
野
党
共
闘
や
組
織
拡
大
、

国
葬
な
ど
に
つ
い
て
議
論
。 

 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

 

10
月
30
日
投
開
票
の
福
島
県

知
事
選
で
は
推
薦
し
た
内
堀
候

補
が
当
選
。
各
県
の
状
況
は
資
料

を
お
読
み
取
り
く
だ
さ
い
。 

 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

 

茨
城
は
女
性
に
関
す
る
集
会

や
研
修
会
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
も
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。
東
京

で
は
２
月
２
日
に
有
田
芳
生
氏

を
招
い
て
勉
強
会
を
予
定
。 

 

東
海
ブ
ロ
ッ
ク 

 

愛
知
は
本
日
定
期
総
会
。
静
岡

は
空
席
だ
っ
た
会
長
が
就
任
予

定
。
三
重
は
12
月
21
日
に
副
知

事
と
の
懇
談
会
を
予
定
し
て
い

る
。
岐
阜
は
議
案
書
に
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
が
入
っ
た
。
県
議
選
で
は

候
補
を
増
や
す
予
定
。
長
野
は
早

川
副
事
務
局
長
を
招
い
て
講
演

会
を
実
施
。
11
月
４
日
に
地
域

退
連
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
。 

 

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
習
会
を
予
定

し
た
が
再
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
機
会
に
各
県
状
況
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
実
施
。 

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

 
10
月
18
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

を
実
施
。
万
博
に
つ
い
て
は
費
用

が
相
当
膨
ら
ん
で
い
る
。
各
府
県

か
ら
女
性
幹
事
を
一
人
ず
つ
選

ん
だ
が
効
果
が
あ
る
。
ハ
イ
キ
ン

グ
も
実
施
し
、
千
人
が
参
加
し
た
。 

 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク 

 

３
年
ぶ
り
に
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

会
を
開
催
予
定
。
こ
れ
を
機
に
再

ス
タ
ー
ト
し
た
い
。
鳥
取
は
来
年

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
学
習
会
を

開
催
予
定
。
山
口
は
地
区
連
の
再

結
成
を
目
指
し
て
い
る
。
岡
山
、

山
口
が
総
会
を
予
定
。 

 

四
国
ブ
ロ
ッ
ク 

 

香
川
は
総
会
を
実
施
し
、
会
長

が
交
代
。
徳
島
は
「
探
検
の
秋
」

と
い
う
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
。
高

知
は
総
会
を
実
施
。
愛
媛
は
自
治

体
要
請
を
進
め
て
い
る
。 

 

九
州
ブ
ロ
ッ
ク 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
学
習
会
を

実
施
。
各
県
で
も
こ
れ
を
契
機
に

前
向
き
に
進
め
よ
う
と
い
う
確

認
を
し
た
。
福
岡
は
11
月
９
日

に
定
期
総
会
、
30
周
年
記
念
祝

賀
会
を
実
施
し
た
。 

 

 

～新役員の皆さん～ 

 

＜副会長＞ 

菰田義憲さん（JP労組退） 

田村雅宣さん（IKIIKI ﾗｲﾌｸﾗﾌﾞ） 

 

＜常任幹事＞ 

畠山幸子さん（日退教） 

 

＜幹事＞ 

鈴木博文さん（IKIIKI ﾗｲﾌｸﾗﾌﾞ） 

新田晃久さん（林野関連退） 

畑木正雄さん（JT関連退） 

 

＜会計監査＞ 

宮崎 縣さん（JT関連退） 

役員の交代がありました 

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告 

10月 31日、23年度税制改正に関する会派（立憲・

社民）厚生労働部門のヒアリングが行われ、退職者

連合からは人見会長、北村副会長、川端常任幹事ほ

か事務局が参加。立憲民主党からは早稲田ゆき衆院

議員（厚労部門長）ほか、川田龍平参院議員、中島

克仁衆院議員が対応し、会場参加の柚木道義衆院議

員ほか、ウェブでも多くの議員が視聴されました。 

 冒頭、人見会長が「来年度予算では防衛費の引上

げが言われているが、社会保障の抑制につながるこ

とを非常に危惧している」とあいさつ。早川副事務

局長から、政策制度要求に沿って、「勤労所得と金融

所得の総合課税、法人税の国際的な引き下げ競争・

租税回避の防止、所得税・法人税と消費税の適切な

分担」などを要請しました。 

 

柚木議員から「マイナカードの健康保険証一体

化はどう考えるか。下手をすると国民健康保険の

フリーアクセスが崩壊する。また、後期高齢者医療

制度の２割自己負担はどう考えるか」との質問が

あり、早川副事務局長が「組織的な討議はまだだ

が、医療情報とマイナカードとの紐づけは慎重に

すべき」と応えました。また、川端常任幹事からは

「社会保険における応能負担は社会保障制度審議

会の議論に立ち返り、窓口負担ではなく保険料で

やるのが原則である」との発言がありました。 

。 

会派（立憲・社民）        10月 31日 

税制改正ヒアリングに参加

右から早稲田ゆき、川田龍平両議員 左から前列 人見会長、北村副会長、
早川副事務局長 後列 大内副事務局長、川端常任幹事 


